
日
本
赤
軍
及
び
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
の
動
向

1
日
本
赤
軍
の
動
向

一
活
動
の
沿
革

日
本
赤
軍
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
基

づ
く
日
本
革
命
と
世
界
の
共
産
主
義
化
を
目
的
と
し

て
、
国
内
で
警
察
署
の
襲
撃
や
、
銀
行
強
盗
等
の
凶

悪
な
犯
罪
を
犯
し
た
過
激
派
グ
ル
ー
プ
の
一
派
が
、

「
国
際
根
拠
地
論
」
を
打
ち
出
し
て
、
海
外
に
革
命

の
根
拠
地
を
求
め
て
脱
出
し
た
後
に
結
成
さ
れ
た
国

際
テ
ロ
組
織
で
す
。

重
信
房
子
ら
が
、
当
時
、
盛
ん
に
テ
ロ
事
件
を

起
こ
し
て
い
た
「
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
人
民
戦
線
（
P

F
L
P
）
」
と
接
触
す
る
な
ど
し
て
中
東
に
活
動
基

盤
を
形
成
し
た
日
本
赤
軍
は
、
一
九
七
二
年
（
昭
和

四
七
年
）
五
月
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
テ
ル
ア
ビ
ブ
国
際

空
港
　
（
現
・
ベ
ン
グ
リ
オ
ン
空
港
）
　
で
、
メ
ン
バ
ー

三
人
が
自
動
小
銃
を
乱
射
す
る
な
ど
し
、
二
四
人
を

死
亡
さ
せ
、
七
六
人
に
重
軽
傷
を
負
わ
せ
る
「
テ
ル

ア
ビ
ブ
・
ロ
ッ
ド
空
港
事
件
」
を
引
き
起
こ
し
、
そ

の
後
も
世
界
各
地
で
、
外
国
大
使
館
の
占
拠
や
航
空

機
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
等
の
凶
悪
な
犯
罪
を
引
き
起
こ

し
ま
し
た
。
特
に
、
一
九
七
五
年
（
五
〇
年
）
八
月

の
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
所
在
の
米
国

大
使
館
等
を
占
拠
し
た
「
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
事
件
」

や
、
一
九
七
七
年
（
五
二
年
）
九
月
の
パ
リ
発
東
京

行
き
日
航
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
た
「
ダ
ッ
カ
事
件
」

で
は
、
我
が
国
政
府
は
、
在
監
・
勾
留
中
の
日
本
赤

軍
メ
ン
バ
ー
等
の
釈
放
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

二
　
相
次
ぐ
メ
ン
バ
ー
の
逮
捕

警
察
は
、
外
国
治
安
情
報
機
関
等
と
の
連
携
を
強

化
し
て
、
世
界
各
地
で
日
本
赤
軍
メ
ン
バ
ー
に
対
す

る
懸
命
な
捜
査
を
行
い
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ペ
ル
ー
、

ボ
リ
ビ
ア
等
で
メ
ン
バ
ー
を
相
次
い
で
検
挙
し
ま
し

日本赤軍メンバー4人の逮捕・収監

（2000年（平成12年）3月）（共同）

た
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
（
平
成
九
年
）
　
二
月
に
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
活
動
の
根
拠
地
と
し
て
き
た
レ
バ

ノ
ン
に
潜
伏
し
て
い
た
日
本
赤
軍
メ
ン
バ
ー
五
人
が

一
斉
に
検
挙
さ
れ
、
同
国
へ
の
政
治
亡
命
が
認
め
ら

れ
た
岡
本
公
三
を
除
く
四
人
は
、
二
〇
〇
〇
年
（
一
二

年
）
三
月
に
国
外
退
去
処
分
と
な
り
、
警
察
は
、
帰

国
と
同
時
に
四
人
を
逮
捕
・
収
監
し
ま
し
た
。

三
　
景
高
幹
部
重
信
房
子
の
逮
捕
と
日
本
赤
軍
の
解

散
宣
言

レ
バ
ノ
ン
と
い
う
活
動
の
根
拠
地
を
失
っ
た
日
本

赤
軍
は
、
地
理
的
・
文
化
的
に
日
本
に
近
い
ア
ジ
ア

地
域
を
、
国
内
に
お
け
る
組
織
固
め
や
国
際
戦
線
の

新
た
な
戦
略
上
の
拠
点
と
位
置
付
け
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
、
警
察
は
、
二
〇
〇
〇
年
（
一
二
年
）
一
一

月
、
国
内
に
潜
伏
し
て
い
た
日
本
赤
軍
最
高
幹
部
重

信
房
子
を
大
阪
で
逮
捕
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
一
年
（
一
三
年
）
四
月
、
重
信
房
子
は
、

獄
中
か
ら
、
日
本
赤
軍
の
解
散
を
宣
言
す
る
声
明

を
発
表
し
、
日
本
赤
軍
も
、
同
年
五
月
に
発
出
し
た

「
五
・
三
〇
声
明
」
　
（
「
テ
ル
ア
ビ
ブ
・
ロ
ッ
ド
空
港
事

件
」
を
記
念
し
、
日
本
赤
軍
が
毎
年
五
月
三
〇
日
前

後
に
発
出
し
て
い
る
声
明
）
　
で
、
こ
れ
を
追
認
し
ま
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し
た
。
し
か
し
、
こ
の
解
散
宣
言
で
は
、
「
テ
ル
ア
ビ

ブ
・
ロ
ッ
ド
空
港
事
件
」
を
依
然
と
し
て
評
価
し
て

お
り
、
ま
た
、
同
年
一
二
月
に
は
新
組
織
「
連
帯
」

（
後
に
　
「
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
「
連
帯
」
」
に
改
称
）
を
立

ち
上
げ
、
事
実
上
、
日
本
赤
軍
の
継
承
組
織
と
し
て
活

動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

四
　
警
察
の
対
応

現
在
、
日
本
赤
軍
は
、
重
信
房
子
の
逮
捕
に
伴
い
、

組
織
の
建
て
直
し
と
新
た
な
活
動
拠
点
の
構
築
を
最

優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
テ
ロ
活
動
を

再
開
す
る
可
能
性
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
る
も
の

と
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
テ
ロ
組

我が国が国際手配中の日本赤軍メンバー

織
と
し
て
の
性
格
を
依
然
と
し
て
堅
持
し
て
お
り
、

そ
の
危
険
性
に
変
化
は
な
く
、
警
察
は
、
逃
亡
中
の

メ
ン
バ
ー
七
人
の
早
期
発
見
・
逮
捕
に
向
け
た
取
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

2
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ

の
動
向

一
「
「
よ
と
号
」
　
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
」
と
　
「
よ
と

号
」
グ
ル
ー
プ
の
動
向

「
「
よ
ど
号
」
　
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
事
件
」
　
は
、

一
九
七
〇
年
　
（
昭
和

四
五
年
）
三
月
三
一
日
、

日
本
刀
、
鉄
パ
イ
プ
爆

弾
等
で
武
装
し
た
共
産

主
義
者
同
盟
赤
軍
派
の

活
動
家
九
人
が
、
東
京

発
福
岡
行
き
の
日
本
航

空
三
五
一
便
・
通
称
「
よ

ど
号
」
を
乗
っ
取
り
、

乗
客
二
一
二
人
、
乗
員

七
人
の
合
計
一
二
九
人

を
人
質
に
取
っ
て
、
同

機
を
北
朝
鮮
に
向
か
わ

キ
ン
J
小

せ
る
よ
う
要
求
し
、
福
岡
空
港
及
び
韓
国
の
金
浦
空

港
に
お
い
て
乗
員
・
乗
客
の
一
部
を
解
放
し
た
後
、

ミ

リ

ム

同
年
四
月
三
日
に
北
朝
鮮
美
林
飛
行
場
に
到
着
し
、

北
朝
鮮
当
局
に
投
降
し
た
事
件
で
す
。

警
察
で
は
、
こ
れ
ら
「
よ
ど
号
」
犯
人
を
I
C
P

O
を
通
じ
て
国
際
手
配
し
て
お
り
、
一
九
八
八
年

（
六
三
年
）
五
月
に
は
、
不
正
に
入
手
し
た
旅
券
を

使
用
し
て
日
本
に
潜
伏
し
て
い
た
犯
人
一
人
を
逮
捕

し
ま
し
た
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
二
一
年
）
三

月
に
は
、
田
中
義
三
を
逮
捕
し
た
タ
イ
当
局
か
ら
同

人
の
身
柄
引
渡
し
を
受
け
、
逮
捕
し
ま
し
た
。
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
犯
人
の
リ
ー
ダ
ー
田
宮
高
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麿
ら
二
人
は
、
北
朝
鮮
で
既
に
死
亡

が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
北
朝
鮮
に
残
留
し
て
い
る
の
は
、

小
西
隆
裕
、
赤
木
志
郎
、
魚
本
　
（
旧

姓
安
部
）
公
博
、
若
林
盛
亮
、
岡
本

武
の
五
人
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
　
（
う

ち
一
人
は
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る

が
未
確
認
）
。

他
方
、
昭
和
五
〇
年
代
半
ば
か
ら

六
〇
年
代
に
か
け
て
、
欧
州
で
北
朝

鮮
工
作
員
と
接
触
し
て
い
た
不
審
な

日
本
人
女
性
六
人
に
対
し
、
海
外
で

の
活
動
を
抑
止
し
、
テ
ロ
活
動
を
防

止
す
る
た
め
、
一
九
八
八
年
（
昭
和



六
三
年
）
八
月
、
外
務
省
は
日
本
旅
券
の
返
納
を
命

じ
ま
し
た
。
一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
　
に
は
、
こ

れ
ら
の
女
性
全
員
が
「
よ
ど
号
」
犯
人
の
妻
（
一
人

は
元
妻
）
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
警
察
は
、

元
妻
を
除
く
返
納
命
令
に
達
反
し
た
五
人
を
旅
券
法

違
反
容
疑
で
国
際
手
配
し
て
い
ま
す
。

（左から魚本公博、小西隆裕、赤木志郎、若林盛夷）
（2004年（平成16年）9月）（共同）

「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
は
依
然
と
し
て
、
北
朝
鮮

国
内
に
お
い
て
、
当
局
と
の
密
接
な
関
係
を
基
盤
に
、

グ
ル
ー
プ
全
員
の
帰
国
を
目
指
し
て
、
機
関
紙
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
、
盛
ん
に
自
己
の
主
張
を

訴
え
て
い
ま
す
。
特
に
　
「
よ
ど
号
」
犯
人
は
、
機
関

紙
等
を
通
じ
て
、
全
員
の
早
期
合
意
帰
国
を
訴
え
て

お
り
、
二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
六
月
に
は
、
北
朝

鮮
当
局
に
対
し
、
日
本
へ
の
帰
国
支
援
を
要
請
す
る

書
簡
を
送
付
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
北
朝
鮮

当
局
は
、
同
年
七
月
、
犯
人
ら
の
帰
国
に
は
反
対
し

な
い
と
の
立
場
を
改
め
て
表
明
す
る
な
ど
、
彼
ら
の

帰
国
に
向
け
た
動
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

「
よ
ど
号
」
犯
人
の
妻
等
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇

三
年
二
五
年
）
ま
で
に
、
帰
国
し
た
三
人
を
逮
捕

し
、
こ
れ
に
続
い
て
、
二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
　
二

月
、
旅
券
法
違
反
及
び
偽
名
で
銀
行
口
座
を
開
設
し

た
と
し
て
有
印
私
文
書
偽
造
・
同
行
使
容
疑
で
国
際

手
配
中
の
魚
本
民
子
を
、
同
年
一
〇
月
に
は
、
旅
券

法
違
反
で
国
際
手
配
中
の
田
中
協
子
を
、
帰
国
と
同

時
に
逮
捕
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
子
女
に
つ
い
て
は
、

現
在
ま
で
に
一
七
人
が
帰
国
し
て
い
ま
す
。

▲
b

二
　
欧
州
に
お
け
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
件
へ
の
関

与二
〇
〇
二
年
（
一
四
年
）
　
三
月
、
警
察
は
、
「
よ

キ
ム
・
イ
ル
ソ
ン

ど
号
」
犯
人
の
元
妻
が
「
北
朝
鮮
の
金
日
成
か
ら
「
代

を
継
い
だ
革
命
を
実
施
せ
よ
」
と
の
教
示
を
受
け
た

リ
ー
ダ
ー
の
田
宮
高
麿
の
指
示
で
、
一
九
八
三
年
（
昭

和
五
八
年
）
、
私
が
ロ
ン
ド
ン
留
学
中
の
有
本
恵
子

だ
ま

さ
ん
に
声
を
掛
け
て
騙
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
で
朝
鮮
労
働
党
の
キ
ム
・
ユ
ー
チ
ョ
ル
及

び
魚
本
公
博
に
引
き
合
わ
せ
、
北
朝
鮮
に
連
れ
出
し

た
」
旨
の
証
言
を
し
た
こ
と
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
の

捜
査
結
果
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
「
よ
ど
号
」

グ
ル
ー
プ
が
朝
鮮
労
働
党
の
指
導
の
下
、
金
日
成
主

義
に
基
づ
い
た
日
本
革
命
を
目
指
し
て
、
日
本
人
の

拉
致
に
深
く
関
与
し
て
い
た
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
（
平
成
一
四
年
）
九
月
、
警
察
は
、

有
本
恵
子
さ
ん
に
対
す
る
結
婚
目
的
誘
拐
の
容
疑

で
、
魚
本
公
博
の
逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
、
同
人
を

国
際
手
配
し
て
い
ま
す
。

我が国が国際手配中のrよど号亅犯人
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